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シリコン基板上に作製されたシリコン細線導波路や石英系導波路を用いた光量子情報処理の研

究が盛んに行われている。集積光導波路を用いることにより、①小型かつ高位相安定な干渉計を

用いることができ、自由空間光学系に比べ規模の大きな実験系が構築可能となる[1,2]。また、②

強い光閉じ込めを持つ非線形導波路を利用することで、量子もつれ光子対などの非古典光を小型

素子上で効率的に生成できる[3-5]。さらに、③自由空間上で実現することが困難な実験さえも可

能となる[6]。光子を用いた量子情報処理システムのための要素素子として、量子光源、光量子回

路、光子検出器が挙げられる。これら素子を個別にチップ上に実現する研究に加え、近年におい

ては完全なオンチップ量子情報システムの実現に向けた異種素子のモノリシック/ハイブリッド

集積研究が活発化している[7,8]。 

我々はこれまで、シリコン導波路の高い光学非線形性および成熟した微細加工技術を用い、高

効率量子もつれ光源[3-5]や光量子バッファ[9]などの光源・機能素子を個別に実現した。さらに、

異種素子の同一チップ上への集積を目的とし、シリコン導波路と非線形性の低い(雑音光子の発生

しない)石英系導波路とのモノリシック集積技術を用いた、光子源と回路インターフェースとのオ

ンチップ集積を行った[10,11]。講演ではこれらの研究について紹介するとともに、高機能量子情

報デバイスの実現に向けた最近の進展についても紹介する。 
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